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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

Good health is a great blessing
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◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。
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聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
ご
家

族
、関
係
者
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。手
話
や
筆
談
な
ど
、安
心
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
対
応
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
26
日（
火
）

❶「
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
健
康
講
話
」

＝
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
▼
放
っ
て
お
く

と
恐
ろ
し
い
病
気「
糖
尿
病
」な
ど
、生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
保
健
師
が
話
し
ま
す

❷「
雛
飾
り
つ
く
り
・
交
流
サ
ロ
ン
」＝
午

後
１
時
〜
２
時
30
分
▼
ひ
な
飾
り
を
作
り

な
が
ら
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

※
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階（
中
会
議

室
）

市
に
お
住
ま
い
の
聴
覚
や
言

語
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
、ま
た
は
家

族
、支
援
者
や
障
が
い
福
祉
に
興
味
の
あ

る
人

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

▶
事
前
申
し
込
み
は
不
要

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉

課（
障
害
福
祉
係
）
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県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ

ポ
み
や
ぎ
）
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高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
」「
元
気
が
な
く
何
も
や
ろ
う
と
し
な
く

な
っ
た
」「
時
間
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な

る
」「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
話
す

よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
の
気
に
な
る
症
状

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
精

神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
22
日（
金
）午
後

１
時
30
分市

役
所
南
方
庁
舎（
１
階
相
談
室
）

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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地
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石
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東
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登
米
地
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包
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津
山
・
豊
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地
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豊
里
分
室
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▼
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
介
護
給
付

係
）
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高
齢
者
に
対
し
て
、
次
の
予
防
接
種
料

金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
、か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉

❶
満
65
歳
以
上（
平
成
27
年
12
月
31
日
現

在
）

※
65
歳
を
迎
え
て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ

い❷
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
、
免
疫
の
い
ず
れ
か
の
機
能
に
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

相
当
）

平
成
27
年
10
月
13
日（
火
）

〜
平
成
28
年
１
月
30
日（
土
）

◉❶
年
度
末
の
年
齢
が
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
人

❷
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
対

象
者
の
❷
と
同
様平

成
27
年
４
月
１
日（
水
）

〜
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

※
対
象
年
齢
前
に
接
種
し
た
い
人
や
、
対

象
年
齢
で
接
種
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
任

意
接
種
で
き
ま
す
。

※
一
度
助
成
を
受
け
た
人
は
対
象
外
で

す
。

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
市
内

協
力
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

大
崎
市
民
病
院
の
受
診
に
は
、
保
険
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
と
事
前
の
診
療
予

約
が
必
要
で
す
。　

　

当
院
は
、
地
域
の
医
療
機
関
で
は
対
応

が
難
し
い
高
度
専
門
医
療
を
提
供
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
医
療
機
関

と
の
役
割
分
担
、医
療
連
携
す
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
の
医
療
の
質
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
の
受
診
の
際
、
予
約
は

不
要
で
す
が
、
で
き
る
限
り
紹
介
状
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

大
崎
市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
室
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東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ

ン
ク
機
構
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

子
、
父
母
、
祖
父
母
の
三
世
代
に
わ
た

っ
て
家
族
な
ど
、
人
の
集
団
の
健
康
に
関

係
し
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と（
病
気
の

発
生
や
悪
化
、
あ
る
い
は
死
亡
な
ど
）を

把
握
し
、
状
態
の
変
化
と
そ
の
原
因
に
な

る
こ
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
協
力
い
た

だ
い
た
ご
家
族
へ
報
告
し
ま
す
。
普
段
の

健
康
管
理
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
左
記
の
連
絡
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査
へ
の
参

加
者
は
全
国
で
３
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
母
子
の
健
康
の
た
め
に
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
室
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
、
冬
期
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

ト
イ
レ
に
行
っ
た
あ
と
や
、
調
理
の
際

に
は
、
せ
っ
け
ん
を
使
い
爪
の
間
、
手
の

甲
や
手
首
な
ど
も
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ

う
。

◉
　

調
理
後
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
を

か
け
た
り
塩
素
系
漂
白
剤
に
つ
け
る
な
ど

し
て
、
十
分
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

酢
や
湯
通
し
程
度
の
過
熱
で
ウ
イ
ル
ス

は
死
に
ま
せ
ん
。
食
品
の
中
心
部
を
85
度

で
１
分
以
上
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ

う
。
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